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私が思うホリスティック医学

有効性に影響を与える因子と自然治癒力
フアシアの機能とつながり
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ホリスティック医学の定義
1.ホリスティック (全的)な健康観に立脚する
2.自然治癒力を癒しの原点におく
3.患者が自ら癒し、治療者は援助する
4.様々な治療法を選択・統合し、最も適切な治療を行
5,病の

'梁

い意味に気づき自己実現をめざす

(医薬品の有効性)
化合物の薬理活性 +プ ラセボ効果

+ホーソン効果
+自然治癒

医薬品の臨床試験
プラセボ対照ランダム化二重盲検比較試験 (RTC)

墓理通性の亜全二翌幽

より活性の高い薬を開発しようとする

プラセボ効果 (偽薬効果 )
本来は薬効がない成分である偽薬(プラセボ)を飲んだ人が、
本物の薬と思い込むことによつてプラスの効果を示す
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ホ ーソン効果

信頼を受けている医療者や家族の期待に応えたい、 
｀

あるいは良く見られたいという気持ちが働いてしまうこと

行動の変化を起こして、症状がよくなる (行動変容 )

自然治癒
その時たまたま治るタイミングだつた
自然治癒力が高まつた結果
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複合的に働いて、効果を示す (有効性に影響を与えている)
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プラセボ効果・ホーソン効果・自然治癒の影響

影響が大きい疾患とそうでない疾患がある

Aプラセボ群の有効性が高い  Bプ ラセボ群の有効性が低い
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ホリスティック医学における有効性の考え方
活性の艶2だけにこだわる必要なし

活性以外の部分にも積極的にアプローチ
⇒ホリスティック医学につながる

プラセボ効果・ホーソン効果・自然治癒
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治るという安心 。信頼関係
治そうとする意欲 。行動変容
生活習慣の変化 。自然治癒力を高める

駐難韮型選択:壁塁遂ユ回塑L上
自分皇皇

`量
量塁工菫墜整土 前向きに生きる

☆代替補完療法を利用するポイントにもなる

活性のエビデンス    な立ュよりぬった塁うびよい

(臨床試験の評価)
代替エンドポインド 代替マーカーのコントロール

尋
☆本当に評価すべきは

真のエンドポイン ト  絶対リスク減少率 (ARR)
治療必要数 (NNT)

それほど確率が高い治療法ではない場合も多い

単一因子のコント回―ル ⇒ 不確実性の科学

要塞鐘:コ重菫菫以塁墨

経済性と利便性 (時間)について

〇活性の部分だけに注目すると

活性が高い

安価

利便性が高い
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〇活性以外の部分を含めると

安価 < 高価   プラセボ効果↑

日常から離れる  自分自身と向き合える

時間がかかる   行動変容を起こす
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病気と健康の捉え方

静的な健康  病気は異常 (エラー) 盤量論
食事はエネルギー補給
治療は修復

動的な健康  健康 ⇔ 病気  動的平衡
常にバランスがとられて調整されている
症状は治癒過程で生じる

自然治癒力とは ?

急性疾患の場合 回復する (元の状態に戻る)
静的な健康イメージで対処可能

慢性疾患の場合  静的ではなく動的に捉える必要がある

自然治癒力が弱いから治らないのか ?

(自然治癒力を高めたら治るのか ?)

●
自然治癒力によつて、全体的なバランスがとられた結果の状態
ホメォスタシス (恒常性の維持 )

自然治癒力を高めるとは ?

○急性疾患の場合 まずは休息・睡眠

○慢性疾患の場合
治癒反応や免疫反応が慢性的に起つている状態
■・
‐||:(炎症とは治癒過程での部分的症状 )

動的な健康⇔病気
動的平衡を変化させる

0
内部環境・外部環境の「つながり。循環」にアプローチ

自然治癒力に影響を与える「つながり 。循環」

(動的平衡に影響を与える)

内部環境のつながり

神経

血液

リンノく液

フアシア (結合組織 )

内部ネットワークの動き 情報伝達 。物質循環

新陳代謝 (異化・同化) エネルギニ代謝・内里吸
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自然治癒力に影響を与える「つながり。循環」
(動的平衡に影響を与える)

私たちは閉鎖系ではなく開放系
外部環境とのつながり

空気
栄養素 (物質)
常在菌
周りの空間 。人間

外呼吸 (ガス交換)
食事・排泄   工峯2盪釜二代謝
マイクロバイオーム (微生物との共生)
.ペリパーソナルスペース (脳の自己領域)
内受査生螢受査の盛覚銃全

内部も外部もどちらも大切
☆代替補完療法を利用するポイントにもなる

内部のつながり

フアシア (ねscia)

細胞外マ トリックスと呼ばれる結合組織

狭義の筋膜 (myoねscia)ではなく、
筋膜や骨膜、そして内臓・神経 。血管など様々な組織を包んでいる膜

フアシアの成分
コラーゲン・エラスチン・ヒアルロン酸などムコ多糖タンパ

フアシア (fascia)の基本的な特徴

機械的ス トレスに適応して、細胞や組織構造を変化させること

「力学的な情報伝達」

メカノバイオロジー

カ学環境の変化 ⇒ 代謝・増殖
ホメオスタシス

フアシアのつながり 張カネットワーク

テンセグリテイ (バイオテンセグリテイ)構造

マクロには筋骨格
ミクロには細胞骨格

バイオテンセグリティの張カネットワークとして、
血液 。リンパ液とも運動する
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筋膜 (myoねscia)のつながり

アナトミートレイン
代表的な筋膜経線が存在する

筋膜性疼痛症候群 (MPS)

異常なファシアでの組織の伸張性低下と組織間の滑走性の低下が起こつて、
侵害受容器などのセンサーが高密度に分布し、痛みに過敏になる

エコー画像で確認
フアシアの水分量の減少、線維構造の高密度化などの病態

↓
八イドロリリース 生理食塩水を注入する

圧電効果 (ピエゾ効果 )

圧電材料に機械的応力が加わると変形し、電荷が生じる性質

逆に圧電材料に電圧を加えると変形します (逆圧電効果 )
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圧電材料 石英やトパーズなど天然材料
コラニ壁ン、エユ丞チンニアクチン、二五シンなどタン:∠上2重

圧電性を示す生体物質

コラーゲン線維  生体内のタンパク質の約3分の 1
三重らせん構造のポリベプチド

張力、圧縮、ねじれなどの機械的応力に対して集合的で一貫した応答を示す
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「力学的な情報伝達」だけでなく
「電気的な情報伝達」も行つている

ファシア (fascia)
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ファシア (ねscia)
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剛性 筋攣縮 圧電性の低下

↓
内部のつながり
力学的・電気的な情報伝達の低下

呼吸・運動・姿勢保持など

体を動かすことでの連動性・機能性の低下

フアシアリリース (ねsciaに lease)

早
ベクトルと持続圧
圧電効果 (逆圧電効果)の利用

フアシアの張カネットワークが機能

運動療法・呼吸法など効果UP

神経・血液・リンパ液のつながりに影響
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体が軽い

ゆるむ 。脱力


